


















はじめに 

わが国の社会的文化的構造の変化にともない,女性のライフサイクルも著名な変化が認め

られた。なかでも出産をめぐっては,初産年齢の高齢化にともなうハイリスク妊娠・出産に

対する周産期管理の重要化,あるいは出産率低下(とくに特殊出生率が 2を下回り人口再生

産率が負になる)など,問題は社会的にも大きな波紋を投げかけた。 

妊娠・出産に関する問題をめぐっては,健康上の問題だけでなく様々な社会的経済的要因が

影響しているため,多角的かつ総合的な検討が求められる。しかしながらこうした問題を検

討する上では,社会的だけでなく個人的視点に立っても,少なくとも妊娠から出産にいたる

健康あるいは医療上の事象についての正確な把握が基礎となり,危険あるいは利益につい

ての充分な情報をもとに種々の判断を行うことが必要となる。 

その意味では,妊娠・出産については,健康上の危険あるいは利益に関して,急速に変化する

現状に対応した科学的な検討とともに,それをもとにした総合的な評価が望まれる。そこで

今回は,妊娠出産をめぐる危険度評価の問題点と課題について,多様な健康問題を総合的に

把握する意味で,とくに生活の質の評価を中心に検討を行いたいと考えた。 


